
一次茎は長くはって、長さ20-30cmにもなり、ときに基物から垂れ下がる。二次茎は長さ1-3cmで横に広が
り、しばしば湾曲する。葉はやや光沢があり、つねに横に開くか反り返り、乾いてもあまり変わらない。一次
茎の葉は長さ4.5mm以下、卵形の基部からやや急に細長く尖り、翼部は小耳状で茎や枝を抱く。葉面は

凹むがしわはない。中肋は2叉し、葉の中部以下で終わる。葉身細胞は線形、厚壁でくびれがある。二次茎

の葉は一次茎の葉に似る。雌雄異株。蒴柄は長さ7-9mm。蒴は球形。外蒴歯は線形で上部に不明瞭な小
さいパピラがある。山地の樹上や岩上に生育する。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Meteoriella  soluta  (Mitt.) S. Okam.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

姫路市

■ 国内分布

本州（中部）、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ハイヒモゴケ科
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